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一生懸命頑張 りました。80名の出演者は満足顔
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四
月
十
五
日
午
後
四
時
三
十
分
か
ら
、

高
森
中
学
校
体
育
館
で
、
英
語
劇

「眠
れ
る

森

の
美
女
」
の
公
演
が
あ
り
、
約
八
十
人
の

町
内

の
小
中
学
生
た
ち
が
、
四
百
人

の
観

客

の
前
で
立
派

に
舞
台
を
踏
み
ま
し
た
。

観
客
は
演
技
力
や
、
英
語

の
セ
リ

フ
の
立

派
さ
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
六
年
前
よ
り
取
り
組
ん
で
い

る
国
際
交
流
事
業

で
、
今
年
も

ア
メ
リ
カ

の
ミ
ズ
ラ
ー
子
ど
も
劇
場
か
ら
男
優
の
ラ

イ
ア
ン
さ
ん
と
女
優
の
ア
イ
リ
ー
ン
さ
ん

の
演
劇
と
英
語

の
指
導
で
町
内

の
小

・中

学
生
の
子
ど
も
た
ち
が
英
語
劇
を
と
お
し

て
外
国
の
人
々
と
の
心
の
ふ
れ
合

い
や
国

際
社
会
に
対
応
で
き
る
心
を
養
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
練

習
。本
番
と
思
う
存
分
の
力
を
発
揮
し
、
一

生
懸
命
演
じ
て
い
ま
し
た
。

三
月
か
ら
始
ま

っ
た
練
習
に
は
各
学
校

単
位
で
英
語
の
先
生
方
や
Ａ
・
Ｌ
・
Ｔ
の
ギ

ヤ
レ
ツ
ト
先
生

の
ご
協
力

の
中
、
夜
遅
く

ま

で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
本
番

で

は
そ
れ
ぞ
れ
が
役
柄
を
堂
々
と
演
じ
て
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
大
き
な
自
信
と
、

こ
こ
ろ
と
心
の
ふ
れ
合

い
に
よ
る
真
の
友

情
を
得
た

こ
と
と
思

い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
に
と

っ
て
大
き
な
宝
物
と
な

っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

来
年
も
ま
た
り

っ
ぱ
な
公
演
が
行
わ
れ

る
こ
と
を
今
か
ら
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

●●

目

遠見塚の石楠花 根子岳を望む

高森の春はやっぱり最高 l

阿蘇五岳をバ ックに菜の花、桜、石楠花と春を彩

る草本がみんなの目を楽しませてくれます。

待ってましたとばかりにスミレやタンポポがあぜ

道に咲きみだれ、

毎年美しい可愛い花を咲かせます。

体暇村南阿蘇内の大桜

可愛い花を咲かす

スミレ

|   ライアンさん等と熱演の子どもたち

1.水と緑と上のにおい、いっばし

2.伝統を重んじ、

3.老人を大切にし、冒 .AX
09676-2-Ii/高森|IT役場 ■れ|1集/・
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お化粧担当は、アイリーンさんや先輩のお姉さんたちL

します。

子どもの夢を育て幸せな町にします。
ヽ



おり|でた。おくやみ
2000.3月 受付分   敬称略

赤ちゃん
たんじょう

わたる

興椙  亘ちゃん

(旭通) 2.28生
ちさ

水谷 千茶ちゃん

(小倉原)3.16生
はかな

後藤 波叶ちゃん

(旭通) 3.16生
しゅんすけ

住吉 俊輔ちゃん

(昭和) 3.22生

すえながく
お幸せに

r笹原英生
(ヽ田上)由香

′安方広信

t(下由)小百合
r森田章太

t(伊藤)七海
F馬渡勝宏

l(村下)美穂

河 原

灰 原

馬 場

冬 野

前 原

昭 和

旭 通

洗 川

後藤 ナホ

小糸 政利

後藤 富義

渡邊 浩二

荒牧 フサエ

中村クニ子

中村千代枝

後藤ツボ ミ

一 の 宮 町

高森 。下町

高森 。上在

野尻・倉地

高森・昭和

高森・昭和

熊 本 市

高森・村山

3.3

3.4

3.21

3.27

後藤  語 65
小糸ス ミ子 69
後藤  寛

渡邊ヨシノ

荒牧  譲

中村 芳男

中村 武弘

後藤 義房

おくやみ
もうしあげます

住 所 御 遺 族 続柄 死 亡 者 年齢

一
奈

幸

和

夫

美

宏

苗

ゆ

賢

美

高

美

健

あ

泰

早

父

母

父

母

父

母

父

母

男

女

男

男

０

８

１

１

９

８

４

７

８

７

７

８

夫

妻

子

母

夫

夫

夫

夫

人口の動 き

(3月 末 日現在 )

世帯‐数  2,587(-20)
男   3,775(-22)
女   4,045(-41)

総  数1 7,800(-63)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返 し> 佐藤シマエ 後藤ナホ 小

糸政利 後藤富義 渡邊浩三 中村直也

■広報送料寄付

佐伯文雄 (上色見 )

田上顕雄 (熊本市花園)

藤川多美 (蘇陽町)

吉村京子 (鹿児島県松元町 )

善 竜 の 灯
りがとうございました (敬称略

事務内容と部署ご案内
高森町役場/課・所・局・室 配置表

1階

玄 関 入 口

平成 12年 4月 24日 現在

●

●

一
，

撃

湘

談

五
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
八
日

ま
で

「春
季
行
政
相
談
週
間
」
で

す
。行

政
相
談
所
が
開
設
さ
れ
、
行

政
に
対
す
る
苦
情
や
相
談
に
公
正

な
第
三
者
の
立
場
か
ら
広
く
皆
さ

ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
五
月
二
十
四
日
（水
）

午
後

一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員
　
本
田
幸
則
さ
ん

●
法
律
相
談
（無
料
〉

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
五
月
二
十
七
日
（土
）

午
後

一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

．
年
　
金
　
相

談

・

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
や
中
請
受

付
を
行

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
五
月
二
十
六
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と

こ
ろ

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

中
会
議
室

．
内
職
さ
ん
募
集

・

内
職
を
お
さ
が
し
の
方
、
誘
致

企
業
の
テ
ク
ノ
カ
ヮ
バ
タ
で
は
内

職
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
仕
事
内
容
　
自
動
車
等
部
品
の

検
査
な
ど

■
人
　
　
目員
　
若
千
名

＊
継
続
し
て
や
っ
て
い
た
だ
け
、

取
り
に
来
て
い
た
だ
け
る
方

問
い
合
わ
せ
は
、

ＴＥＬ
２
・３
０
０
１

（株
）
テ
ク
ノ
カ
ワ
バ
タ

心
配
ご
と
相
談

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相

談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

草
部
地
区

■
と
　
き
　
五
月
十
九
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
草
部
出
張
所

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
五
月
二
十
六
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
野
尻
出
張
所

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
六
月
六
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
芙
蓉
館

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

５

月

‐４

日

５

月

２１

日

５

月

２８

日

６

月

４

日

６

月

‐１

日

６

月

‐８

日

６

月

２５

日

寺

崎

医

院

ａ
②
‐
ｏ
３
７
８

南
郷
谷
整
形
外
科

ａ
②
‐
３
３
５
１

渡

辺

内

科

ａ
⑦
‐
１
７
７
７

後

藤

医

院

な
⑦
‐
０
０
１
９

立

野

病

院

ａ
③
‐
ｏ
ｌ
ｌ
ｌ

藤

本

医

院

窒
⑦
‐
０
０
２
０

南
阿
蘇
ク
リ
ニ
ッ
ク

ａ
⑦
‐
２
ｏ
３
ｏ

*都合により変更になる場合があります。阿蘇広域行政事務組合消防本部

テレホンサービスでお確かめください。 電話 0967-34-0099

町民ホール

編

集

後

記

(2)(19) 今度の温泉館休館日 5月 17日 (水 ):6月 21日 (水)房星配爛配宅1期ξ島話里鵠認]。

町長 今村博信 碧撃鶴 ■建設課長 後藤秀希

口土木係

道略・河川・橋梁.下水道事業等に関すること

●係長 甲斐邦博 O係 結方久哉 石回昌司

■農地■本係
土木・農地及び林務災書復旧.かんがい月水.土地改良事

業.農道計画等に関すること

●係長 阿部恭二 〇係 野尻光也

■建築係

町有営造物の建築及び営結.建築基準法等に関すること

●係長 (建設課長補佐兼務) 瀬井公吉郎

O係 高崎康誌

総務課1菫 ■総務課長 岩下生人

■総務審議員 (職員倫理対策担当) 佐伯秀和

■行政係

条例の制定・改廃の審査、職員の人事、給与、福利厚生、選

挙、人権擁護員、自衛官募集等に関すること

●係長 甲斐敏文 ○係 沼田勝之 馬原恵介 勝木歩

■交通防災係

消防団、防災、交通安全対策、交通災害共済制度等に関する

こと

●係長 杉田則秋

■財政係

財政計画、一般・特別会言|の編成・執行調整等に関すること

●係長 河崎みゆき ○係 丸山雄平

■財産管理係

町有建物・町有林・車両等の町有財産の総括に関すること

●係長 佐伯実範 ○係 村上純一

■電算係

電算組織の管理・運営、電算処理の総合調整等に関する

●係長 自石一弘 ○係 岩下雅広

■電話交換手 橋本加奈子

農
‐‐
業委員会事務局 菫 (農林振興課長事務局長兼務)

■農地係

農業委員会、農業者年金、認定農業者等に関すること

●係長 田上美男  ○係 村嶋立章

‐
澤林振興課農■農林振興課長 廣木富八

■農業振興係

農水産振興等に関すること

●係長 橋本和則 ○係 安藤吉孝 二子石誠

■林業振興係

林業振興、治山事業等に関すること

●係長 山村将護

保健福祉課藤■保健福祉課長 阿南哲也

■福祉係

児童・母子・障害福祉、援護法等に関すること

●係長 岩下茂巳

○係 松本満夫 員原友紀 竹原美和子

■介護保険係

介護保険、介護予防・老人福祉等に関すること

●係長 後藤三治  橋本今朝子 後藤一寛

■保健衛生係

健康づくり、狂犬病予防、一般廃棄物等に関すること

●係長 (保健福祉審議員兼務) 甲斐利男

○係 野中裕美子 津留大輔 東貴子 宮本直美

積脊課 譲■税務課長 二子石範男

■国民健康保険係

国民健康保険賦課徴収、老人医療等に関すること

●係長 岩下昭久 ○係 古庄秀子 後藤健一

■固定資産税係

固定資産の調査・評価、同賦課徴収等に関すること

●係長 村嶋兵志郎 ○係 佐伯実 今村親助

■町民税係

町税の賦課徴収等に関すること

●係長 (税務課長補佐兼務)岩 下光廣

○係 古澤要介 住吉勝徳 除田梨香

住鶴生藩課滋■住民生活課長 住吉五夫

■戸籍住民係

戸籍、住民票、印鑑等の各種証明、埋火葬の許可等に関する

こと

●係長 甲斐末久 ○係 安方含 今吉輝子

■国民年金係

国民年金等に関すること

●係長 二子石衛

■同和対策係

地域改善対策、人権啓発推進等に関すること

●係長 古庄良一

収入役室二■収入役 有働和幸
■収入役室長 桐原一紀

■会計係

現金・有価証券等の出納・保管、記録、支払の審査、決算調

整用品調達基金等に関すること

●係長 岩下公治 ○係 高木恵美子

お知 らせのべ■|ジ

こ
．の
時
期
は
新
人
生

‐――――
新
入
社

員
と
若
さ
の
映
え
る
時
期
で
す
。

こ
の
‐‐旺

蘇
″
大
計
然
も
新
緑
と

， 早

花
や
山
菜
を
求
め
て
多
く
の
観
光

客
で
‐‐

い
っ
ば

い
に
な
り
‐ま

す
ず

役
場
に
も
二
人
の
新
人
が
採
用

さ
れ
、
懸
命
に
今
、
頑
張
っ
て
い

る
最
中
で
す
ず
皆
さ
ん
の
ご
協
力

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
‐‐‐‐す
。　
．

．四
月
の
大
異
動
で
ど
の
課
も
大

忙
し
、
新
人
附
騰
に
Ｌ
（動
レ
た
人

Ｌ
そ
う
０
で
な
い
人
も
新
た
な
気

分
で
職
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
気
持
ぢ
を
い
つ
‐‐まで
も
書
ち
続

け
た

い
も

の
で
す
。
と

い
う
私
、

係
名
は
変
わ
ヶ
ま
し
た
が
広
報
を

も
う
二
年
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
次‐‐
片
号
以
降

‐新企
画
を

登
場
さ
せ
た

い
と
思

い
ま
す
。
よ

ろ
し
↑
お
騰
Ｌ
し
‐計
す
。．　
日
浩

体

■

一
●

二仕
二■
一臓
欅



自
動
車
を
お
持
ち
の
皆
様
、
自

動
車
税
の
納
期
限
は
、
五
月
二
十

一
日
で
す
。

五
月
初
め
に
は
、
納
税
通
知
書

が
お
手
元
に
届
い
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
お
近
く
の
金
融
機
関
の
窓

口
で
、
五
月
二
十

一
日
ま
で
に
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

皆
様
に
納
め
て
い
た
だ
く
自
動

車
税
は
、
学
校
教
育
や
道
路
建
設

を
は
じ
め
、
県
が
推
進
し
て
い
る

様
々
な
施
策
を
実
現
す
る
た
め
の

貴
重
な
自
主
財
源
と
し
て
役
立
て

ら
て
い
ま
す
。

を
登
録
さ
れ
た
方
は
、
登
録
さ
れ

た
日
の
翌
日
か
ら
三
十
日
以
内
が

申
請
期
限
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。

自
動
車
税

・
自
動
車
取
得
税
に

関
す
る
ご
質
問
、
ご
相
談
は

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課

ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

ＴＥＬ
０
９
６
７
（２
２
）
１
１
１
１

（内
線
３
２
１
・３
２
４
）

熊
本
県
で
は
、昨
年
度
に
引
き

続
き
熊
本
県
母
子
家
庭
寡
婦
福
祉

連
合
会
と
の
委
託
に
よ
り
、
母
子

家
庭
の
母
等
が
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
日
曜
日
に
電
話
相
談
窓
口
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

■
相
談
日
時
　
毎
週
日
曜
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

（祭
日
、
年
末
年
始
は
休
み
）

■
相
談
内
容
　
母
子
家
庭
、
父
子

家
庭
及
び
寡
婦
の
生
活
相
談
等

■
相
談
員

専
門
女
性
相
談
員
二
名

※
平
日
に
は
午
前
八
時
半
か
ら
午

後
五
時
ま
で
団
体
事
業
と
し
て
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

■
実
施
機
関

熊
本
市
南
千
畑
町
３
１
７

熊
本
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

ＴＥＬ
０
９
６
（３
５
１
）
８
７
７
７

●

人
事
院
で
は

一
般
官
署
、
郵
便

局
、
税
務
署
等
の
初
級
係
員
を
採

用
す
る
た
め
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

【受
験
資
格
】
　

昭
和
五
十
四
年

四
月
二
日
（郵
政
区
分
は
昭
和
五

十
年
四
月
二
日
、
税
務
区
分
は
昭

和
五
十
五
年
四
月
二
日
）
～
昭
和

五
十
八
年
四
月

一
日
生
ま
れ
の
者

【申
込
み
受
付
期
間
】

六
月
二
十

一
日
（水
）
～

六
月
二
十
八
日
（水
）

【第

一
次
試
験
日
】

九
月
三
日
（日
）

【申
込
用
紙
の
請
求
方
法
】

郵
便
請
求
の
場
合
は
、
角
形
二

号
の
封
筒
に
百
二
十
円
切
手
を
貼

っ
た
、
宛
先

（郵
便
番
号
も
）
明
記

の
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
、
表
の

封
筒
に
『Ⅲ
種
請
求
』
と
朱
書
き
し

て
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

【問
い
合
わ
せ
先
】

人
事
院
九
州
事
務
局

第
二
課
試
験
係

〒

８

１

２

１

０

０

１

３

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
ニ
ー
十

一
―

一

ＴＥＬ
０
９
２
（４
３
１
）
８
１
７
３

（テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
）

六
月

一
日
は
電
波
の
日
で
す
。

九
州
電
気
通
信
管
理
局
で
は
六

月

一
日
か
ら
十
日
ま
で
を
電
波
を

正
し
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う

「電
波
利
用
保
護
旬
間
」
と
し
て
広

報
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
携
帯
電
話
や
衛
星
放
送

な
ど
の
電
波
が
身
近
に
利
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
私
た
ち
の
生
活

は
大
変
便
利
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、電
波
利
用
の
「影
」

の
側
面
部
分
と
も
呼
べ
る
問
題
も

発
生
し
て
き
て
い
ま
す
。
警
察
や

消
防
な
ど
の
重
要
無
線
に
妨
害
を

与
え
た
り
、
各
種
の
電
子
回
路
を

誤
動
作
さ
せ
る
な
ど
深
刻
な
問
題

と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
不

法
・違
法
無
線
局
か
ら
の
電
波
に

よ
る
も
で
す
。

電
波
法
の
ル
ー
ル
を
守
り
さ
れ

い
な
電
波
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

電
波
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
九
州
電
気
通
信
管
理
局
ま
で

■
混
信
・妨
害
に
つ
い
て

ＴＥＬ
０
９
６
（３
６
８
）
８
６
５
４

■
放
送
受
信
障
害
に
つ
い
て

ＴＥＬ
０
９
６
（３
２
６
）
７
８
７
３

■
電
波
利
用
料
に
つ
い
て

ＴＥＬ
０
９
６
（３
２
６
）
７
８
４
３

●   ●

学
校
関
係
職
員

■
高
森
小
学
校
　
□
給
食
共
同
調

理
場
　
▽
給
食
調
理
従
事
員
　
原

克
子
　
本
田
フ
ミ
子
　
荒
牧
ト
モ

子
　
緒
方
光
代
　
田
上
マ
チ
ヨ

中
川
雄

一
朗
　
▽
用
務
員
　
平
松

満
智
子

■
高
森
東
中
学
校
　
□
給
食
共
同

調
理
場
　
▽
給
食
調
理
従
事
員

本
多
小
代
子
　
岩
下
美
子
　
▽
用

務
員
　
甲
斐
明
美

▽
運
転
手
　
城
井
若
生
　
栗
焼
憲

章
　
甲
斐
武
敏

■
色
見
保
育
園
　
▽
主
任
保
育
士

熊
谷
優
子
　
▽
保
育
士
　
岩
下
美

智
　
岩
下
通
江
　
▽
給
食
調
理
員

安
方
カ
ツ
エ

■
草
部
保
育
園
　
▽
主
任
保
育
士

瀬
井
類
子
　
▽
保
育
士
　
堀
田
美

幸
　
伊
藤
貴
美
恵

■
草
部
北
部
保
育
園
　
▽
主
任
保

育
士
　
野
尻
須
恵
子
　
▽
保
育
士

高
木
恵
美

■
野
尻
保
育
園
　
▽
主
任
保
育
士

武
田
喜
久
美
　
▽
保
育
士
　
工
藤

淳
子
　
▽
給
食
調
理
員
　
野
尻
秀

子■
河
原
僻
地
保
育
園
　
▽
主
任
保

育
士
　
興
椙
と
め
子
　
▽
保
育
士

佐
藤
さ
お
り

111企‐藤1銀1轟銀1農
■企画観光課長 村上源喜

■企画係

総合計画、消費者行政、統計、広報、交通通信、公害等に関

すること

●係長 古澤建生 ○係 田上浩尚 岩下徹

■商工観光係

商工業、観光振興、企業誘致、高森温泉館、高森湧水 トンネ

ル公園等に関すること

●係長 阿南一也 ○係 荒牧久

■地籍調査係

地籍調査、国 L調査法等に関すること

●係長 後藤和幸

○係 甲斐峰雄 井上寿一 自石孝二

議含事警局ふ■議会事務局長

■庶務係
町議会の開催・運営・経理、議員互助・共済等に関すること

●係長 佐藤幸一

色見隆夫

議会委員会室

,本
‐
輩漂対策課1饉 ■水資源対策課長 芹口誓彰

■維持管理係

水資源の保護、開発、水道使用料の賦課徴収、農業川水、水

質検査等に関すること

●係長 色見継治 ○係 岩田秋広

監査事務局 艤■監査事務局長 渡辺哲郎

二諮童議‐暴議機■教育長 松野清
■教育委員会事務局長 岩下紀久雄

■学校教育係

町立小・中学校の学校教育予算、事務局・教育機関の給与、

人事等に関すること

●係長 長尾和博 ○係 東幸祐

■施設管理係

学校・社会教育施設の管理、運営整備拡充等に関すること

●係長 後藤正三

■社会教育係

社会教育・文化財、公民館活動、文化・体育等に関すること

●係長 秋山清二 〇係 岩下そのえ

○英語指導助手 ギャレット・フランズ

監査に関すること

電算室

議 場

草 音「 出 張 戸斤 ■草部 出張所長  岩下健治

草部地区の戸籍及び住民基本台帳、印鑑登録及び各種証明

税の徴収等に関すること

●住民係長 佐藤武文

野 尻 出 張 所 ■野尻出張所長 田上員一

野尻地区の戸籍及び住民基本台帳、印鑑登録及び各種証明、

税の徴収、朋遊館運営等に関すること

●住民係長 工藤英二

(18)時間10時から15時まで5/15(月 )5/25(木 )6/5(月 )役場の支払日(3)

一
　

・

自
動
車
税
の
納
付
は

，

お
早
め
に
！

■

‐

自
動
車
税
・自
動
車
取
得
税

の
減
好
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
等
が
所
有
さ
れ
て

い
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
そ
の

障
害

の
程
度
、
使
用
の
目
的
等
に

よ

っ
て
、
自
動
車
税

・
自
動
車
取

得
税
が
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

減
免
の
申
請
に
は
期
限
が
あ
り

四
月

一
日
現
在
で
自
動
車
を
お
持

ち
の
方
は
六
月
二
十
日
が
申
請
期

限
で
す
。

ま
た
四
月

一
日
以
降
に
自
動
車

母
子
家
庭
等
電
話
相
談

窓
口
開
設
●

●
　
一

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

・
―
　
　
●
●

　

●
●

　

―
●

―
　

●
●
．

―
●

●
　
●
　
．一

（高
卒
程
度
）

私
た
ち
の
生
活
狂
お
‐‐び

や
‐‐‐が

す
‐．

困
っ
た
電
波
を
追
放
し
よ
‐‐テ
ー
・‐‐‐

く

2 階

〓
藤

所淵

:・
  ・ 1

‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

たが1寺り出身の皆臓ヘ 広報たかもり からのお願い

お知らせのべ■ジ



新
し
い
町
の
駐
在
嘱
託
員
さ
ん
で
す

二
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す

四
月
三
日
、
林
業
総
合
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
町
の
駐
在
嘱
託
員

の
み
な
さ
ま

へ
の
嘱
託
書
の
交
付

を
行
い
ま
し
た
。
任
期
は
二
年
で

す
。本

町
の
駐
在
嘱
託
員
さ
ん
は
三

十
二
名
で
す
。
町
か
ら
の
回
覧
文

書
等
に
よ
る
連
絡
を
伝
え
て
い
た

だ
い
た
り
、
町
へ
の
提
出
文
書
を

取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
り
と

行
政
上
の
重
要
な
役
割
を
担

っ
て

い
た
だ
い
て
ま
す
。

ま
た
、
地
区
の
ま
と
め
役
と
し

て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

住
民
の
み
な
さ
ま
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。今

回
勇
退
さ
れ
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

（敬
称
略
）

【冬
野
】
岩
下
裕
　
【洗
川
。大
村
】

楢
木
野
徳
繁
　
【色
見
１
】
住
吉

正
守
　
【色
見
２
】
住
吉
眩
光

【草
部
】
阿
南
哲
文
　
【永
野
原
】

安
藤
健

一
【中
】
岡
部
義
武
　
【矢

津
田
】
渡
辺
員
佐
末
　
【津
留
１
】

馬
原
清
一
一

【津
留
２
】
瀬
井
洋

幸
　
【野
尻
１
】
森
本
新

一
【尾
下

１
】
甲
斐
昭

一

【尾
下
２
】
宮
本

宗
継
　
【河
原
１
】
森
　
忠
二

【河
原
２
】
自
石
　
豊

ら
の
お
知
ら
せ

1【村山〕田上安盛 2【上在】後藤義時 3【天神】得丸富幸 4【上町】東美

人志 5【旭通】荒牧真昭 6【昭和】津留寅- 7【下町】塚本保雄 8【横町】

宮内威員- 9【冬野】佐藤文男 10【森】岩下達雄 11【津留】馬場義晴

12【洗川・大村】後藤恵男 13【 中原】堀田義宗 14【 前原】後藤睦男

15【 小倉原】勝木忠男 16【色見 1】 山田金光 17【色見2】 岩下幹男

18【草部】甲斐農武忠 19【芹口】草村利民 20【菅山】木本員清 21【永

野原】穴見毅 22【下切〕甲斐利信 23【 中】古閑光雄 24【矢津田】本田

英明 25【津留 1】 加来 渡 26【津留2】 佐藤 尊 27【野尻 1】 野尻誠

- 28【野尻2】 瀬丼公正 29【尾下 1】 戸高秋男 30【尾下2】 藤本厚夫 31【河原 n】 吉良山盛雄 32【河原2】 吉良山一幸(敬称略)

●  ●

ソ
フ
卜
」ド
′Uヽ

l

Jレ

協
イゝ

=
か

平
成
‐２
年
度
登
録
チ
ー
ム
募
集

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、

平
成
十
二
年
度

の
登
録
チ
ー
ム
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で

お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

連
絡
先
　
役
場
肌
２

・
１
１
１
１

古
澤
要
介

（内
線
１
３
９
）

津
留
大
輔

（内
線
１
３
１
）

春
ま

っ
盛
リ
　
ワ
ラ
ビ
ゼ
ン
マ
イ
蕗
の
墓

善
は
急
げ
　
今
な
ら
な
び
く
浮
動
票

若
気
の
至
り
　
学
生
マ
マ
に
し
て
し
も
た

春
ま

っ
盛
り
　
眠

っ
た
筈
の
血
の
騒
ぐ

夜
も
す
が
ら
　
油
断
の
な
ら
ぬ
ボ
ケ
舅

善
は
急
げ
　
今
な
ら
虫
は
付
い
と
ら
ん

春
ま

っ
盛
り
　
ど
が
し
こ
寝
て
も
眼
の
覚
め
ん

夜
も
す
が
ら
　
介
護
疲
れ
の
出
た
ご
た
る

善
は
急
げ
　
こ
の
縁
談
は
玉
の
輿

痛
か
っ
た
　
軽
う
見
と

っ
た
婦
人
票

手
抜
き
し
て
　
師
匠
が
晩
む
飽
屑

若
気
の
至
り
　
赤

ヘ
ル
じ
ゃ
親
泣
か
せ
た
つ

夜
も
す
が
ら
　
火
焚
き
乙
女
の
む
ぞ
う
な
げ

瀬
戸
口
に
鶯
宿
す
目
覚
か
な

目
を
病
み
て
桜
も
映
え
ず
家
ご
も
り

愛
し
さ
の
う
す
紫
に
花
大
根

寒
暖
の
行
き
つ
戻
り
つ
春
彼
岸

野
仏
や
菜
の
花
手
向
け
独
り
言

空
青
く
川
ゆ
る
や
か
に
梅
匂
ふ

蕗
の
菫
芽
ぶ
き
て
里
の
風
ゆ
る
む

奥
祖
母
に
や
う
や
く
届
く
春

一
番

四
月
八
日
と
九
日
の
二
日
間
、高
森
峠
九
十
九
曲
が
り
自
然
公
園

（千
本
桜
）
で
、見
頃
に
は
少
し
は
や
め
（二
～
三
分
咲
）
で
し
た

が
桜
ま
つ
り
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

南
阿
蘇
桜
の
名
所
め
ぐ
り
等
の

企
画
で
、
自
水
の

一
心
行
の
桜
と

高
森
峠
の
千
本
桜
を
組
み
合
わ
せ

た
バ
ス
ツ
ア
ー
が
多
数
有
り
、
二

日
間
で
お
よ
そ
三
十
台
ほ
ど
の
貸

し
切
リ
バ
ス
や
、
家
族
連
れ
な
ど

一
万
人
ほ
ど
の
一各
見
客
が
押
し
寄
せ
、

ア
ル
バ
イ
ト
の
駐
車
場
整
理
員
な

ど
は
大
忙
し
で
し
た
。

お
花
見
広
場
で
の
藤
野
社
中
に

よ
る
野
点
、
ま
ん
じ
ゅ
う
や
地
鶏

焼
き
、
上
町
の
踊
り
愛
好
会

の
発

表
会
等
も
行
わ
れ
、
終
日
賑
わ

い

ま
し
た
。

訪
れ
た
花
見
客
は
毎
年

の
常
連

客
に
加
え
、
こ
の
と
こ
ろ
の
南
阿

蘇
観
光
ブ
ー
ム
に
よ
る
新
し
い
花

見
客
も
増
え
ま
し
た
。

佐
伯
　
文
雄

渡
辺
　
雲
海

田
上
黙
公
子

岡
本
　
琴
司

上
井
加
根
女

桐
原
　
白
酔

松
野
　
笑
声

堀
田
　
蘇
仙

佐
藤
　
重
信

馬
原
　
馬
笑

林
　
　
不
忘

林
田
　

一
声

浦
塚
　
南
天

阿
南
は
じ
め

甲
斐
　
康
利

熊
谷
　
ツ
子

甲
斐
し
づ
子

野
尻
　
み
ほ

甲
斐
し
づ
枝

長
友
た
つ
子

野
尻
　
里
女

●  ●
鳳
”
　

絃
棗
　

汗江
　

【「
　
　
　
　
弥
　
生
　
　
　
（阿
蘇
御
神
た
会
）

俳
　
　
　
旬
　
　
　
　
　
　
　
　
（野
尻
あ
け
び
句
会
）

一
般
の
方
の
肥
後
狂
旬
、
短
歌
、
俳
旬
、
詩
な
ど
の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

pOIETRYPAGE

ツアーのお客さんも踊りに飛び入りで参加 子どもたちも野点を体験

(4)(17)

『
冊
輛
力
几
テ
ラ
ス
ー
バ
ー
マ
ラ
ソ
ン
』

五
月
二
十
七
日

（土
）
開
催

高
森
町
通
過
予
定
時
刻午

前
七
時
～
十

一
時

阿
蘇
郡
内
を
１
０
０
キ
ロ
コ
ー

ス

（長
陽
村
出
発
～
高
森
町
～
阿

蘇
町
ゴ
ー
ル
）
、
５
０
キ
ロ
コ
ー

ス
人
波
野
村
出
発
～
阿
蘇
町
ゴ
ー

ル
）
の
ニ
コ
ー
ス
に
お
よ
そ
八
百

人
の
老
若
男
女
が
挑
戦
し
ま
す
。

本
町
の
清
栄
山
を

一
気
に
か
け

登
る
高
低
差
が
す
ご
い
過
酷
な
レ

ー
ス
に
は
、
皆
さ
ま
の
ご
声
援
が

必
要
で
す
。　
一
緒
に
応
援
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

昨年の大会
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地
域
や
学
校

・
園

・
ス
ポ
ー
ツ

・
文
化
行
事
な
ど
の
楽
し
い
話
題
や
催
し
の
情
報

・
報
告
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（広
報
た
か
も
り
）

郡
操
法
大
会
の
出
場
予
選
を
兼

ね
た
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会

が
、
四
月
二
日

（日
）
、
高
森
小

学
校
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
日
頃

の
操
法
技
術
の
成
果
を
競
い
ま
し

た
。こ

の
大
会
は
、
二
年
に

一
度
開

催
さ
れ
て
お
り
、
優
勝
し
た
第
五

分
団

（小
型
ポ
ン
プ
の
部
）
と
、

第

一
分
団

一
部

（自
動
車
の
部
）

は
、
七
月
二
十
三
日
に
蘇
陽
町
で

開
催
さ
れ
る
郡
操
法
大
会
に
町
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
選
手
の

皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を
お
祈
り
し
ま

大

　

会

　

結

　

果

■
ポ
ン
プ
車
の
部

□
優
勝
　
第

一
分
団

一
部

（社
倉

・

大
切
畑

・
所
尾
野
）
□
第
二
位

機
動
分
団

■
小
型
ポ
ン
プ
の
部

□
優
勝
　
第
五
分
団

（旭
通

・
昭

和

・
下
町
）
　

□
第
二
位
　
第
九

分
団

（色
見
）

□
第
三
位
　
第

三
分
団

一
部

（矢
津
田
）

団

団

分

分

５

１

第

第

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

_」
^

小型ポンプの部優勝の第5分団

ヽ

k｀■
・・

`=L■

Ⅲ,i

交
通
安
全
推
進
協
議
会

四
月
三
日
、
春
の
交
通
安
全
運

動
に
先
立
ち
、
学
校

・
企
業

・
団

体
等
か
ら
六
十
名
の
出
席
が
あ
り
、

町
の
交
通
安
全
施
策
に
対
す
る
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

運
動
の
重
点
目
標

●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
事
故
防
止

●
チ
ヤ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

町
に
は
六
つ
の
阿
蘇
南
部
交
通

安
全
協
会
の
支
部
が
あ
り
ま
す
。

各
地
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
交
通
教

室
を
実
施
し
、
交
通
行
政
の
董
要

な

一
端
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
‥

春
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間

中
は
当
然
の
事
な
が
ら
他
の
時
期

に
も
、
学
校
や
保
育
園
、
老
人
会

な
ど

へ
の
交
通
安
全
教
室
を
高
森

警
察
署
と
協
力
を
し
な
が
ら
自
主

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
交
通
行
政
の
重

要
な
役
割
と
な
り
ま
す
の
で
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(旭通・昭和・下町)(小 型 ボ ン プ の 部 )

1部 (社倉・所尾野 口大切畑)(自 動 車 の 部 )

交通安全推進協議会 (林業総合センター)

●
4/14 町議会交通安全街頭キヤ

参加した選手は真剣勝負、訓練の成果を充分発揮しました。

す●
郡
大
会
出
場
者

◎
第

一
分
団

一
部

（赤
木
哲
政
、

工
藤
敏
博
、
工
藤
秀
司
、
伊
藤
靖
、

阿
南

一
也
）

◎
第
五
分
団

（沼
田
勝
之
、
楢
本

野
秀
徳
、
緒
方
久
哉
、
相
馬
裕
幸
、

桐
原
誠
）

4/11 国道265号 線上色見三叉路前での交通安全キ

ャンペーン。(女 性部は揃いのジャンバーと帽子で交

■1澤安全に一役)   (上 色見支部 )

´ 4′6 口遺325号線豆塚前での交通安全街頭キヤン .
●:ベーン.交通安全推進協菫会 (母の会.協会各支部.~ 

町交通指導員.企串講菫連餞協議会等)の書さんが■・

通1,“ゃ璽 !三塾堅全を呼び」11ま 堕卜 __」

4 ●  ●2お鮨む|ん

緊急のお知らせ 訪問点検にご注意

ている事業所、学校、

書面に署名押印を求

トラブル防止の
ポイント

◎身分証明書の提示を求める

◎ハ ッキリと点検を拒否する

◎契約書にハンコを押さない

交通安室
Traffic Safety

毒物・劇物 取扱者試験のお知らせ

平成 12年度の毒物・劇物取扱者試験が行われま

すので、受験を希望される方は次の要領により願

書を阿蘇保健所に提出して下さい。

■試験日時 平成 12年 7月 26日 (水 )

9時から17時

■試験場所 県立熊本農業高等学校 (熊本市 )

■試験方法 筆記及び実地試験 (毒物鑑定 )

■願書受付 平成 12年 6月 1日 (本)～
6月 14日 (水)ま で

(土・日を除いて受付 当日消印有効)

■願  書 阿蘇保健所にあ ります。願書の郵送

による請求は120円分の郵便切手を

同封 して請求して下さい。

■願書の提出先・問い合わせ

〒869…2301 阿蘇町内牧1204 阿蘇保健所

TEL 0967-32-0535

ーヽ

ヽ ヽ

●

(16)(5)

四
月
六
日
か
ら
四
月
十
五
日
ま
で
の
期
間
中
に
様
々
な
運

動
が
各
地
で
展
開
さ
れ
た
。
本
町
に
お
い
て
も
街
頭
指
導
や

キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
一

・・■
●
〓

．
愈

1走
:會‐
鵞 ‐― ″

・
遷
揮

予

スキを
見せないで ′

熊本県調理師試験のお知らせ

平成 12年度の熊本県調理師試験が行われますの

で、受験を希望される方は次の要領により願書を

阿蘇保健所に提出して下さい。

■試験日時 平成 12年 8月 11[|(金 )

10時30分 から12時 30分

■試験場所 熊本県立大学

■試験科目 食文化概諭、衛生法規、公衆衛生学、

栄養学、食品学、食品衛生学、調理

理論

■願書受付 平成 12年 6月 5日 (月 )か ら

6月 9日 (金 )ま で

(受付時間 :9時 ～17時 )

■願  書 阿蘇保健所にあ ります。

■願書の提出先・問い合わせ

〒869-2301 阿蘇町内牧1204 阿蘇保健所

TEL 0967-32-0535

点検業
I」ト
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管理組合となつた新生高森温泉館職員 (中央は草村支配人)

燿は
稀覇
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平成 11年度 月別利用状況

※1日 854人のペース
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1日 10分の不要なアイドリングをやめると、

1年でガソ リン51口 1リ ッ トルの節約 に。
C02は 120.6kgの削減。家計は4500円のお得。

.      ※環境庁 「環境家計簿」より

平
成
六
年
十

一
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
高
森
温
泉
館
も
六
年
目
に
な
り

ま
し
た
。
各
町
村
が
こ
ぞ
っ
て
公
営
温
泉
を
設
置
し
て
い
く
中
で
、
入
館

者
が
大
幅
に
落
ち
込
む
の
で
は
と
心
配
さ
れ
た
平
成
十

一
年
度
も
当
温

泉
館
は
年
間
三
十
万
人
　
（
一
日
平
均
八
五
四
人
）
も
の
人
が
入
館
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
十
二
年
度
か
ら
は
管
理
組
合
で
の
運
営
と
な
り
、
新
生
高
森
温
泉

館
と
し
て
職
員

一
同
頑
張

っ
て
い
ま
す
の
で
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

入館者数は減少しているもの大健闘の高森温泉館

四
月
四
日
、
午
後
五
時
五
五
分
、

ひ
め
ゆ
り
の
里

「朋
遊
館
」
に
こ

の
日
の
十
七
人
日
と
な
る
入
湯
者

が
、
十

一
年
十

一
月
十

一
日
に
開

館
し
て
以
来

一
万
人
目
と
な
り
、

今
村
博
信
町
長
か
ら
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
方
は
、
地
元

の
佐
藤
千
鶴
子
さ
ん

（宮
園
）
で

近
所
の
人
た
ち
と
よ
く
来
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
二
月
二
十
八
日
か
ら
三

月
二
十

一
日
ま
で

「
一
万
人
目
日

時
当
て
ク
イ
ズ
」
を
実
施
し
、　
一

番
近
い
四
月
四
日
の
午
後
六
時
台

と
応
募
し
て
い
た
、
瀬
井
幸
栄
さ

ん

（野
尻
）
、
渡
辺
み
ゆ
き
さ
ん

（熊
本
市
梶
尾
町
）
に
は
豪
華
？

商
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（応
募
者
数
八
十
五
人
）

高
森
温
泉
館
　
利
用
状
況
（平
成
十

一
年
度
）

「朋
遊
館
」
入
湯
者

万
人
突
破

(6)
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車からは多くのC02
出てるんだよね。

ちよつとの間でも車を
離れるときは、
エンジンを

切らなくちゃね。

●

υ υ

υ

●
^●

近いところなら

徒歩か自転車で、

交通の便がいいところは、
なるだけ

電車やバスを使つて

行きましよう。

月 営業日数 入館者数
前年度

利用者(平成10年度)

4 29 25,390 26,443

5 30 33,376 31,062
ハ
０ 29 19,181 21,910
７

〓 28 25,779 27,941

8 31 47,516 54,040

9 29 21,601 27,290

10 30 25,013 24,234

1 29 22,565 25,961

12 29 16,213 17,728

30 25,137 26,287
つ

」 28 17,371 17,816
Ｒ

） 30 21,730 22,251
≡上
日 |

352 300,872 322,963

皆様には、かねてから熊本空港をご利用いただき

ありがとうございます。

さて、現在運休中の熊本～ソウル線定期便の運行

再開を目指 し、そのキャンペーンの一環として、こ

の度熊本～ソウル間に日本旅行業協会熊本地区会の

企画により、 6月 2日 から 16日 までに7便の連続

チャーター便が実現することになりました。熊本空

港からソウルヘ直行する国際チャーター便をぜひご

利用いただきますようよろしく願いします。

なお、当旅行商品の内容については、旅行代理店

に直接お問い合わせ下さい。

熊本空港国際線振興協議会事務局

(熊本県企画部交通対策総室内)

TEL096-383-1111(内線3562)

南阿蘇 (6ヶ 町村)観光協会連絡

協議会では、一 日見て南阿蘇をイメ

ージし、新鮮な感動 をおぼえる明る

く健康的なロゴマークを募集 しまし

たところ、県内から33点の応募を頂

きま した。審査 の結果、南阿蘇 の
「m」 と6か町村 「6」 をアレンジ

し、未来への飛翔をイメージした作

品がロゴマークに決定 しました。

今後このロゴマークを南阿蘇観光協会の中で、現在

発行中の 「南阿蘇通信」などに幅広 く活用されます。

【採 用 作 品】熊本市無田口町の安富勝広さんの作品

【メッセージ】豊かさと自然いっぱいの南阿蘇六か町村

の頭文字 「m」 を、鳥の表情と楽しく微

笑む人の顔を組み合わせ、新たな未来ヘ

の飛翔発展を図案化

南阿蘇観光協会連絡協議会 (南観連)事務局
TEL 09676-2-2018

事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
四
月
十
日
か
ら
事
務
所
を
実
蓉
館

に
移
転
し
ま
し
た
。
電
話
番
号
は
そ
の
ま
ま
で
す
。

住
所
　
高
森
町
大
字
高
森

一
二
五
人
―

一
番
地
　
ＴＥＬ
２
・２
１
５
８
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今村町長から1万人目の記念品受ける佐藤さん
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介
護
保
険
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

四
月

一
日
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
事
業
で
す
。
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
左
記
日

時
で
制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（回
覧
で
も
通
知
済
）

問
い
合
わ
せ
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
‥
・

高
森
町
役
場

・
保
健
福
祉
課

・
介
護
保
険
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

　

（内
線
１
２
８
）

●

介護保険事業説明会 日時

トロツコ列車ヽ鐘,発薫武
4月 1日 、午前 9時30分、南阿蘇鉄道で恒例

の 卜回ッコ列車の発車式が行われました。

高森保育園児の工藤有騎君、石原風香ちゃん

が観光客に花束を贈呈。爆竹と共に 「一日駅長」

の高森保育園児、立石勇気君の出発の合図で、

卜回ッコ列車は、園児や保護者、観光客等約 5
0名を乗せて、ゆつくりと走り出しました。

平成 11年度の トロッコ列車の乗車人員は

27,961人で対前年度の94,7%で した。これは

昨年は天候不順により利用者が減少したためです。

卜ロツコ列車の収入額はおよそ 1500万 円と南

阿蘇鉄道の運賃収入およそ15%を占めています。

今年もまた多くの観光客と子どもたちの夢を  ●
乗せ大いに活躍してくれることでしよう。

トロッコ列車の運行

高森発 午前 9時40分 午後 1時 36分

立野発 午前 11時43分 午後 3時 50分

10月 まで 1日 2往復します。

(春 ・夏体み期間中は毎日運行。通常は

土・日曜と祝日だけの運行)

乗 車 料 金    (高 森一立野 )

大人 670円    小人 340円

●  ●

毎日の安心 。お世話

家庭での介護

チームワークが不可欠

お年寄りが寝込んだ、痴呆症状が急に進んだなどの

事態が起こったとき、まず考えるのは、だれが、どこ
で、介護するのかということでしょう。お年寄 りの家
族、親類のほか、できれば、近所の人たち、専門家の
意見も入れて話し合います。介護の中心になる人が決
まったら、みんなでその人を支えて心と体の負担を最
小限にすることが大切です。

介護者は同居する嫁や娘というケースが多いようで

すが、 「わたしでなければ・・・」と思いこみすぎる
とつらくなります。また、介護する人が高齢だったり
衰弱だった りすると

きは、体力的な問題

も起こってきます。
特定の人だけに 「任
せ きり」にしない、
「任されきり」にな
らないで家族全員の

チームワークを生か

すことが必要です。

●手のかけ過ぎは、自立の妨げ
何でもしてあげるのが、優しい介護と思い込んでいま
せんか ?そ うなると、お年寄 りは甘えと依存が習慣化
し、使わない筋肉が弱 り、自立はますます遠 くな りま

す。介護する人は、動けなくなってしまったお年寄 り
の介護量が増えてへとへとになってしまうなど、悪循
環です。 「手を出さず、日は離さず」をモットーに、
毎日の介護を見直してみることが必要です。

介護者の心構え①

介護は家族みんなで

●男性の手を生かす

介護は力のいる仕事が多いので、兄弟、息子などの男

性の手を上手に生かしましょう。女性のよさ、男性の

よさを生かせれば、介護されるお年寄 りも安心です。

●孫の役割を決める

孫に会う楽しみ、優 しくされる喜び、おじいちゃん 。

おばあちゃんが孫に与えることのうれしさはこの上な
いものです。年齢に合わせて、その子に任せ られる役

割を決め、家族の一員として責任を持たせましょう。

/
(1

(′

お年寄 りにも役割を

お年寄 りを上手に介護しているかどうかは、お世話
をする家族がどれだけ普通に生活できるかにかかって
います。そのためには、お年寄 りにも役割をもっても
らうことが必要です。少しのことでも、 「やっていた

だいて助か りました」と言えば、お年寄 りも 「家族の

ために役に立ててよかった、またやろう」と意欲が出
てきます。我が家のお年寄 りは、長い人生の経験者で

あるという尊敬の態度をもつていることが大切です。

(14)
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地 区 名 会    場

5月 10日 (水 )

午後8時から

村山・上在 憩いの家

天神・上町 上町集会所

旭通・昭和 昭和公民館

5月 11日 (木 )

午後8時から

下町・横町 下町公民館

冬野・森・津留 南公民館

上 色 見 中原公民館

5月 12日 (金 )

午後8時から

色    見 中園集会所

車   部 草部基幹集落センター

芹   口 芹口集会所

5月 15日 (月 )

午後8時から

菅   山 菅山集会所

永野原・下切 永野原公民館

中・矢津田 元 」A草北支所集会所

5月 16日 (大 )

午後8時から

津留・野尻 朋遊館

尾    下 尾下体育館

河    原 河原老人憩いの家

υ

ヽ

Э

0

0

り

］
二
月
二
十
三
日
、
町
建
設
業
組

合

（佐
藤
次
信
会
長
　
会
員
十
七

名
）
の
皆
さ
ん
が
、
町
民
体
育
館

前
に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
五
本
の
植
樹
を

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
十
月
二
十
四
日

か
ら
二
十
七
日
ま
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
た
国
体
高
森
町
テ
ニ
ス
競
技

会
の
開
催
を
記
念
し
た
も
の
で
、

佐
藤
会
長
た
ち
は
、

「国
体
が
高

森
町
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
誇
り

に
思
い
ま
す
。
こ
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り
、
何
年

経

っ
て
も
国
体
開
催
を
思
い
出
さ

せ
て
く
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町建設業組合の皆さん

″i厨″言1館訪i/Jヤ7プクフ

(7)

出発進
日    日寺

コ
＝

一

匡
』

』

し
「 」i



子
ど
も
の
心
の
発
達
と

そ
の
関
わ
り
方

育
児

っ
て
、
一
人
の
「人
間
」
を

育
て
て
い
く
こ
と
。
そ
の
長

い
間

に
は
い
ろ
ん
な
不
安
が
あ
り
、
驚

き
が
あ
り
、
喜
び
も
悲
し
み
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
育
児
真

っ

最
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
を
対
象
に
、

高
森
子
育
て
サ
ー
ク
ル

「風
ま
る

キ

ツ
ズ
」
主
催
で
、
熊
日
新
聞
子

育
て
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
お
な
じ
み

の
臨
床
心
理
士

浦
野
エ
イ
ミ
先
生

を
招
い
て
講
演
会
と
育
児
相
談
を

開
催
し
ま
し
た
。
（Ｑ
＆
Ａ
抜
す
い
）

Ｑ
、
人
間
関
係
が
う
ま
く
と
れ
な

い
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
が
？

Ａ
、　
近
年
、
盛
ん
に

「心
の
教
育
」

が
騒
が
れ
て
い
ま
す
が
、
人
間
関

係
に
お
い
て
最
も
基
本
と
な
る
も

の
は
相
手
に
対
す
る
信
頼
感
で
す
。

そ
れ
は
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
育
ち

は
じ
め
る
と
思
い
ま
す
か
？
零
歳

か
ら
す
で
に
始
ま

っ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
お
腹
が
す
い
た

時
に
お

っ
ぱ
い
が
ほ
し
い
ミ
ル
ク

が
ほ
し
い
と
い
っ
て
赤
ち
や
ん
は

泣
き
ま
す
。
そ
し
て
お
腹
い
っ
ぱ

い
に
な

っ
て
満
足
し
ま
す
。
お
し

っ
こ
や
う
ん
ち
で
お
む
つ
が
濡
れ

て
気
持
ち
悪
い
時
赤
ち
や
ん
は
泣

き
ま
す
。
そ
れ
に
お
母
さ
ん
が
気

づ
い
て
お
む
つ
を
替
え
ま
す
。
赤

ち
や
ん
は
大
満
足
。
泣
く
こ
と
で

し
か
伝
え
ら
れ
な
い
あ
か
ち
ゃ
ん

の
基
本
的
欲
求
に
対
し
て
そ
れ
を

満
た
し
て
く
れ
る
か
。
こ
こ
か
ら

基
本
的
信
頼
感
は
確
立
さ
れ
て
い

き
ま
す
Ｐ
お
腹
が
す
い
て
い
る
の

に
お

っ
ぱ
い
を
く
れ
な
い
お
母
さ

ん
に
対
し
て
赤
ち
ゃ
ん
は
不
信
感

を
抱
く
事
で
し
ょ
う
。
こ
の
欲
求

を
満
た
す
事
で
情
緒
が
安
定
し
て

き
ま
す
。
人
間
関
係

っ
て
産
ま
れ

て
か
ら
す
ぐ
築
か
れ
て
い
く
ん
で

す
ね
。

Ｑ
、
自
信
を

つ
け
る
こ
と
と
個
性

を
の
ば
す
こ
と
は
ど
う
関
係
し
て

い
る
ん
で
し
よ
う
か
？

Ａ
、
二
歳
を
過
ぎ
る
と

い
ろ
ん
な

も

の
に
興
味
を
持
ち
始
め
ま
す
。

い
ろ
ん
な
も

の
に
手
を
出
し
て
見

て
触

っ
て
考
え
て
何
か
を
発
見
し

ま
す
。　
そ
の
発
見
し
た
時
の
喜
び

は
い
つ
し
か

「自
分
で
や
れ
る
」

と

い
う
自
信
と
な
る
の
で
す
。
な

に
か
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
始
め

っ
か
ら
で
き
な

い
と
決
め
付
け
て

し
ま
う
の
で
は
な
く
あ
る
程
度
さ

せ
て
、
で
き
な

い
と
こ
ろ
に
手
を

出
し
て
あ
げ
る
。
途
中
が
で
き
な

く
て
も
最
後

に

「
で
き
た
」
と

い

う
瞬
間
の
喜
び
を
味
合
わ
せ
て
あ

げ
る
こ
と
で
、

「や
り
遂
げ
る
喜

び
」
を
知
り

「自
信
」
を

つ
け
て

い
く
の
で
す
。
そ
し
て
、
ま
す
ま

‐

す

い
ろ
ん
な
こ
と
を
知
り
た
が
る

と
同
時
に
い
ろ
ん
な

こ
と
を
想
像

‐

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
想
像
は

一

い
つ
し
か
創
造
に
な

っ
て
独
自
性
、

個
性
が
芽
を
伸
ば
し
て
き
ま
す
。

そ
の
オ
を
摘
み
取
ら
な

い
よ
う
伸

ば
し
て
い
く
事
が
と

っ
て
も
大
切

で
す
。

Ｑ
、
最
近
、
少
年
犯
罪
が
凶
悪
化

し
て
き
て
い
る
と
い
い
ま
す
が
？

お
母
さ
ん
は
育
児
を
楽
し
ん
で
し

て
い
ま
す
か
？

Ａ
、
最
近
幼
児
虐
待
の
は
な
し
を

よ
く
聞
き
ま
す
が
虐
待
を
繰
り
返

す
親
は
自
分
が
小
さ
い
頃
、
愛
さ

れ
、
大
事
に
さ
れ
た
実
感
が
な
い

か
ら
子
ど
も
に
ど
う
接
し
て
よ
い

の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
ま
た
、

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の
仲
が
よ

く
な
い
と
子
ど
も
の
精
神
状
態
は

，

非
常
に
不
安
定
で
す
。
そ
れ
は
、
　

・

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の
精
神
状

態
も
不
安
定
だ
か
ら
。
親
と
子
の

一

身
体
は
別
々
で
も
心
は
い
つ
も
繋

一

が

っ
て
い
ま
す
。

「自
分
は
愛
さ

れ
て
い
る
」

「大
事
に
さ
れ
て
い

る
」

「必
要
と
さ
れ
て
い
る
」
と

一

い
う
自
信
が
心
の
奥
底
に
必
然
的

に
持

っ
て
い
れ
ば
、
子
ど
も
は
人

を
思
い
や
る
心
愛
す
る
心
を
自
然

と
持
つ
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

保1健 1婦 か
就 氏
任 が
さ 収
れ 入
ま 役
し に
た 四
°
月

日
付
け
で

議 三
会 月
の の
同 定
意 例
を 議
得 会
て に｀

お
有 き
働 ま
和 し
幸 て

熊北産交高森営業所

移転のお知らせ

平素 より、産交バスをご利用いただきあ りが

とうございます。

さて、熊北産交 (株 )高森営業所を諸般の事

情によりまして、下記の場所に移転しました。

永年のご愛顧を賜 りましたことに対 し感謝申

し上げると共に厚 くお礼申し上げます。

なお、移転により現行ター ミナルは廃止 し、

始発場所及び終点バス停を約 100m先 の肥後

銀行高森支店横に高森中央停留所 として新設 し

ました。

●営業開始日 平成 12年 5月 1日 (月 )

●お問い合わせ連絡先

熊北産交 (株)高森営業所 TEL 2-0515

●移転場所

※移転先の営業所まで約1.7kmあ ります。

収入役就任のごあいさつ

「■有語
働奨
和 役

幸

あなたへ0

座

●

●  ●

去る4月 1日 付けをもちまして収入役に選任されまし

た有働和幸でございます。

顧みますと、昭和 37年に奉職以来 37年有余の間、

職務に精励し大過なくと中し上げたいところでしたが、

残念ながら全国に例のない不祥事が発生し、その責任の

一旦を重々に痛感致しております。

不祥事の対応については、多額でございますので、今日、
」L

明日の解決はできませんが、解決に向け努力してまいり▼

ますので町民各位のご理解とご協力をお願いします。

近年特に住民ユーズに直接対応する地方自治体では、

全般的な国内経済の低迷などによる制約された財政状況

の中で、多様化、高度化する住民ニーズに適切・柔軟に

対応することはきわめて重要な課題になってきてお り、

また、住民に身近な行政をできる限 り身近な地方公共団

体において処理することを基本とする地方分権推進がな

されるなどの、その職責の完遂のため、私、生来不敏で

ございますが懸命の努力を致したく、一層のご指導、ご

鞭撻を賜 りますようお願い申しあげましてごあいさつと

致します。

Ｔス
自
慢
の
子
牛
勢
揃
い

ユ

第
４２
回
　
優
良
子
牛
保
留
奨
励
品
評
会

四
月
二
十

一
日
、
南
阿
蘇
畜
協
市
場
に
お
い
て
、
畜
産
農
家
の
意
欲
向

上
と
、
畜
産
振
興
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
町
主
催
の
品
評
会
を
今
年

も
開
催
し
ま
し
た
。
農
家
自
慢
の
雌
牛
六
十
二
頭
が
出
陳
さ
れ
資
質
、
体

形
、
発
育
な
ど
に
つ
い
て
厳
し
い
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

（敬
称
略
）

若
齢
の
部

（
二
十
五
頭
）

▽
優
等
賞
　
甲
斐
成
美

（な
る
さ

ち
）
▽

一
等
賞
　
佐
藤
敬
雄

（ち

よ
）
佐
藤
秀
武

（え
い
こ
）
足
立

秀
美

（第
二
た
か
ら
）
本
田
貴

一

郎

（の
り
こ
）
今
村
助
男

（こ
う

せ
ん
２
）

壮
齢
の
部

（
二
十
四
頭
）

▽
優
等
賞
　
児
玉
国
広

（第
二
さ

く
ら
）
▽
一
等
賞
　
佐
藤
敬
雄

（み

よ
）
小
島

一
心

（し
ま
さ
か
え
２
）

自
石
政
雄

（て
ん
か
い
）
古
澤
信

幸

（ま
ど
り
）
今
村
助
男

（第
五

は
ま
な
み
）

黒
毛
の
部

（十
三
頭
）

▽
優
等
賞
　
本
田
清
二

（あ
さ
こ
）

▽
一
等
賞
　
相
馬
敬
貴

（み
つ
こ
）

本
田
清
二

（ひ
ろ
や
す
）

畠●口・■

9‐
子どもの朝食内容とは ?

近頃、手軽さや自分の好みばか り重視して、菓子やインスタ

ント食品、栄養補助食品ばか りの朝ご飯とは思えないような

食事をしている人が増えています。朝ご飯は、一日の「ヤル気」

の源。おろそかにしないで、充実した内容の食事をしっか り食

べるようにしましょう。

朝食はなぜ大事なのでしようか ?

①朝食は脳を燃料不足にしないためのものです。そこで、朝

食を抜 くと午前中はボーッとして集中力もなく、イライラ

した りします。

②成長期にある子どもは、体が小さくても発育のためたく

さんの栄養素を必要 とします。

i]に 必要な

っかりとっ

)13養 素量

て、はじめ

す。

町長から表彰を受ける入賞者たち

(13)

高森中央バス停始発地

″ヽ

/″
V

旧高森産交

高森町

役 場
至 立野 高森駅

陽町

肥後銀行移 転 先

高森産交

森林組

15分でできる朝食メニユー
～さわらのマヨネーズ焼き～

くようであればアル ミホイルをかぶせる。

き

●ごはん ●みそ汁

わらのマ

チゴのヨ

●さ

●イ

□材料

①さわらの切身は、しよう

さわらの切身一切れ

しょうゆ大さじ 1

み りん大さじ 1

マヨネーズ小さじ 1

□作り方

(8)

霰之
鶯
黎饒にポ

栄義すo

４
．．．

饉

至

一人分の栄養価

エネルギー566キロリ里

タンパク質 18g
カルシウム160mg
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日

目

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

教
職
員
異
動

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
給
与
や
ボ
ー

ナ
ス
の
支
払
い
を
受
け
る
と
き
に

は
、
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税

は
、
そ
の
年
の
最
後
の
給
与
等
の

支
払
の
際
に
、
精
算
す
る
仕
組
み

に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
精
算
手

続
き
を

「年
末
調
整
」
と
い
い
ま

す
が
、
給
与
等
の
収
入
が
二
千
万

円
を
越
え
る
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、

「年
末
調
整
」
が
で
き
な
い
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
、

「確
定

申
告
」
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン

な
ど
で
取
得
し
た
場
合
や
多
額
の

医
療
費
を
支
払

っ
た
場
合
、
災
害

や
盗
難
に
あ

っ
た
場
合
な
ど
、　
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
な
ど
は
、

確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

阿

蘇

税

務

署

ＴＥＬ

０

９

６

７

・
２

２

・
０

５

５

１

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ケ
″

と
税

税
の
広
報

五
月
は
固
定
資
産
税
（
一
期
）
、
軽
自
動
車
税
（全
期
）
、
国
民
健
康
保
険
税
（
一
期
）
の
納
期
で
す

納
期
限
（五
月
三
十

一
日
）
ま
で
に
は
納
め
ま
し
よ
う

春は新旧交代の季節です。先生たちの退職・異動もあり、教員生活の大半を本町の小・中

学校で送られた 2名の校長先生 (那須哲憲東小校長・下城剛士高森中校長)が退職され、ま

た、22名の先生方が本町を去つて行かれました。

子どもたちは先生たちとの心のふれあいから、生きていく上で大切なことを学び、素晴

らしい思い出を作つたことでしよう。いつかどこかで、またお会いできることを期待しな

がら・・・それぞれの学校では涙の退任式が行われました。

かわつて、新 しい先生たち24人が本町に着任されました。雄大な阿蘇の自然を満喫でき

る高森で、心優 しい子どもたちと地域とのふれあいを大切にしたいと張り切つておられ

ます。

高森の子どもたちをどうぞよろしくお願いします。

(9)

がんばります よろしくお願いします
新 しい先生紹介

●  ●

●  ●
熊本県警察 職員採用試験のお知らせ

熊本県では、次の要領で警察職員採用試験を行います。

(12)

国
民
年
金
だ
よ
り色 見 小学校

しげあき

堀 川 重 昭

①教頭
②託麻原小学校

(熊本市 )

③温泉にのんびりつ
かること'写真

④平成 12年度の異動によりまして、

約 25年 ぶ りに高森町 に帰 って参 り

ました。 当時 とは交通事情等 におい

て大 き く変貌 ・発展 してい ますが、

地域 の方 々の

'′

最かい人情味 は昔 と全

く同 じですね。

掲載は順不同。上から下に見て

ください。学校ごとに色分けし

ています。

①職名 ②前任校名

③趣味・特技など

④自己紹介・抱負・あいさつ

高森小学校

中 園 顕 三

①教諭
②下城小学校

(小国町)

③音楽・釣り・車・

映画鑑賞

④ 阿蘇 の北、小 国町か ら赴任 して き

ました。学校 の有 る場所 の地名が私

の名字 と同 じで、 これ も何かの縁 だ

と思 ってい ます。高森町 は地域行事

が盛んとの事で、楽しみにしています。

TEL 2‐ 0110

内職で困つていませんか

5月 21日 から5月 31日 まで家内労働旬間が

実施されます。

この期間中、熊本労働局では、内職者や委託者

からの内職に関する電話相談を受け付けます。

電話番号は、096(355)3181
受付期間は、5月 21日から5月 31日 までの

土・日曜を除く平日 (午前 8時 30分から正午ま

で、午後 1時から午後 5時まで)です。

ご利用をお待ちしております。

熊本県の 「縫製業 (男子既製洋服及び女子既製

洋服のまとめの業務」、 「電気機械器具製造業」

に係る最低工賃が四月下旬に改正されました。 (改

正された最低工賃以下での内職の委託は法律で禁

じられています。)

(熊本労働局賃金室)

職 種 警 察 官 A
(男 性・女性・武道指導)

警 察 行 政

受験資格 S45.4.2ヘン

S54.4.1生 の方で

4年生大学卒業又は見込み

の方、武道指導については、
上記 に加 え、柔道三段以
上 又は剣道三段以上 の段

位を取得 している方

S44.4.2～
S54.4.1生 まれの方

(学歴・性別不問 )

受付期間 5月 8日 (月 )～
6月 2日 (金 )

5月 8日 (月 )～
5月 26日 (金 )

試験日 7月 9日 (日 ) 6月 25日 (日 )

試験案内

(申込書 )

の請求先

=〒=862-8610
熊本市水前寺 6丁目 18番 1号
熊本県人事委員会事務局 TEL0 96-383-1111
熊本県警察本部警務課  TEL096-381-0110
〒869… 1602 高森町大字高森 1432
高森警察署総務係    TEL2-0110

この社会 あなたの税が生きている

・瞼
Ｉ
Ｉ

奮

■
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珊

◆
保
険
料
を
ど
う
し
て
も
納
め
ら
れ
な
い
！

～
そ
ん
な
と
き
に
は
、

保
険
料
の
免
除
制
度
を
利
用
し
ま
し
よ
う
～

経
済
的
な
理
由
等
で
、
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な

い
場
合
は
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。　
　
　
・
　

・
　

一・
　

一
　

．．
　

．

中
請
免
除

・　
　

　
　

　
　

　
　

　

．

１
、
所
得
が
な

い
と
き
ず
　
　
　
　
　
・

２
、
地
方
税
法
上
の
障
害
者
、
ま
た
は
寡
婦

で
年
・開
所
得
が
一
定
以
下
の
時
。

３
、
そ
の
他
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
き
¨

中
請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
、
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
．

免
除
さ
‐

れ
た
期
間
の
扱
い
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
‥

最
低
二
十
五
年
の
受
給
資
格
期
間
に

，
・
・

合
算
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
．　

．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

年
金
額
を
計
算
す
る
と
き
は

１
・
・

計
算
の
対
象
期
間
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
期
間
分

の

金
額
は
、
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
三
分
の

一
の
金
額
に

な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
．

保
険
料
の
追
納
は

，
・１

免
除
さ
れ
た
保
険
料
分
は
十
年

‐‐ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
追
納

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
免
除
さ
れ
た
当
時
の
保
険
料
に

一

定
の
率
を
掛
け
た
金
額
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
役
場
住
民
生
活
課
　
国
民
年
金
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・　
　
　
　
　
　
■
２

・
■
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

①教諭‐
②健軍小学校

④ 隣の またその隣の 清和 村か らや っ

てきましたぃ南阿蘇の自然が大好きで、

家族と よ|く ドライブに来ていました。

これか らは、南阿蘇の四季 の移 り変

わり・を楽しみ
―
ながら、一二日一日を大

切にしていきたいと思い|ま す
`

松 浦 りょう子

①教諭

②菊池北中学校

(菊池市)

③洋裁

④責林町の皆塔 まt.は じめましても
素晴らしい自然に恵まれたこの高森

IIで、 気持ちを新たに旗張ります:

子どもたちだけでなく、保護者の方 :々

地域の方々とあ出会いを大切にして
いこうと思います。・ _ ‐|― ・・

‐ ‐~

(熊本市)

③軟式テニス・旅行
サイクリング

④熊本市の健軍小学校からやつてき
ま.し た:こ あ美しい白素に国まれて、
私 も子どもたちと共に学び、楽しみ

たいと思っております。また、体日は、

阿蘇の山々 を自転車でまおり自然を
体感したいと思います。    ―

桑 原 利 恵

①養護教諭

②清和中学校

③テニス

軋

たがあき

古 川 貴 章



教
職
員
異
動

高森東中学校

こ さ い  のふ ひろ

小佐井 順大

①教諭
②大津北中学校
③陶芸・山登り・

温泉

④波野中学校から参りました。多く
の人との出会いを大切にし、高森中

学校のために頑張 りたいと思ってお

ります。趣味は囲碁ですので「1好 の

方一局よろしくお願いします。

かず ひろ

山 内 和 弘

①教頭

②波野中学校

③囲碁

瓜 生 田 美 恵

①養護助教諭

②―の宮中学校

③ソフトテニス

④久しぶ りの中学校勤務と通勤の距

離に少しドキ ドキしていますが、元

野尻小の子 どもたちと再会できて、

とても感動 しました。いろんな不安

が吹き飛ばされたようで頑張ろうと

思っています。

④今回、初めて講師を務めさせてい

ただいています橋本道明です。昨年
の9月 から東中学で理科を教えてい

ます。まだまだわからないことばか

りですのでよろしくお願いします。

橋 本 道 明

①講師
②釣リ

④高森町には親子2代に渡つてお世
話になることにな りました。

大 自然 の中で、子 ど もたち と一緒

に学んで いけることを、本 当に嬉 し

く思います。

し
史

あっ
篤田山

①講師
②西原中学校
③おぼえたての

ゴルフ

下 城 基 宏

①教諭

②蘇陽中学校

馬見原分校

③ ドライブ・陸上

④蘇陽中馬見原分校からやって参 り

ました。教員生活25年 目にいるか

と思いますが、初心にかえりt体育

の授業や陸上競技の指導に頑張 りた

いと思います。座右の銘は 「全力疾

走」。

高森中学校

村 上 邦 男

①校長

②阿蘇教育事務所

③囲碁

④高森町には過去車部南部小、高森中、

色見小 と勤めてお り、 4回 目の勤務

となります。高森中は2回 日ですが、

生徒一人一人に木来を拓 く力がつ く

よう、教育の充実を図 りたいと考え

ています。

柴 美紀子

①教諭
②含志中学校

(合意町)

③散歩・読書

ち と毎 日一緒 に過 ごせ ることを大変

嬉 しく思ってい ます。

元気 いつぱいの子 どもたちに負 け

ないように気合いを入れて頑張 ります。

④雄大な阿蘇の自

どんな場所でも寝
ることができる。

然の中で子どもた

教
職
員
異
動

●  ●

●  ●

1ヽ,、
ヽ ′~ヽ

ら

“

(

今
年
は
、
役
場

に
二
人

の
職
員
採
用
が

あ
り
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
で
お
会

い
す
る
か
と
思

い
ま
す
が
気
軽

に
声
を
か

け
て
や

っ
て
下
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願

い

し
ま
す
。

ゃ
も
ん
網
倫

(11)

高森東小学校上色見小学校

歴史・文化・自然どれをとっても素

晴らしい高森町に赴任で きたことを

光栄に思 っています。上色見の子ど

もたち、先生方、保護者の皆様方と

共に頑張 ります。

たかし

中 満 敬

①教頭

②県民生活総室

③テニス、読書

異動によ

りました、

回の

ら参

生民 総活県 県庁④今

室 か し ますと 申中満

後 藤 利恵子

①教諭

②東竹原小学校

③サッカー、油絵、

ソフトボール

④蘇陽町の東竹原小学校に8年勤務

した後、本校に赴任してきました。

根子岳のお膝元にある伝統ある校舎

と人情味ある地域の方々の中で地域

に根ざした教育ができるように頑張

ります。

務職 員として赴 任

したので

ています

物ヽ、掃除

高森東中学校

酒 井 直 孝

と間
まヽすて家庭訪問

今年の抱負

く

つカ し

い

ん とそして地域の皆
ことです。

大 自

が 非

③水泳・サッカ∵

く  み

岩 下 久 美

①事務職員

②産山北部小学校

③ミュージカルなど

生舞台の観賞

④産山村の産山北部小学校から赴任

して きましたc高森は生 まれ育った

町なので、帰ってこれて本当に嬉 じ

いです。

阿 部 伸 一

①教頭
②西原中学校
③新聞スクラップ・

ゴルフ・野球・陸上

(長距離 )

④お久しぶ りです。 7年前に高森中

学校で 5年間お世話になり、 18年
前には私の教員生活の第一歩にな り

ました草部北部中学に2ヶ 月ほどお

世話にな り感動的な数々の体験 をさ

せていただきました。東中で も全力

で学校教育に取 り組みます。

草部中学校 車部南部小学校

き し

三 宮 由 佳

①養護助教諭
②市原小学校

(南小国町)

③庭いじり

④ 4月 に内牧から高森に引っ越 して

きました。草部南部小学校は、職員

も子どもたちもいい雰囲気で、赴任

できたことを嬉しく思っています。

身 も心も早 く高森の人になれるよ

う頑張ります。

④ 3月 までは高森を通 り蘇陽 まで通

勤をしていました。大自然に囲まれ

た素晴らしい環境の中で、子 どもた

ちや地域の方 との新たな出会いを大

切にしながら頑張 ります。

み   か

渡 辺 美 華

①講師
②蘇陽中
③旅行・ピアノ・

トロンボーン

思いますr,

)r

(10)

④大津北中学からやって きました。

新居 も阿蘇の山並みがよ く見える自

水村のアパー トに決めました。今回

は専門外の教科も教えることとなり少々

緊張しています。

馴甲鳳
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ガ予蓼L  玉江正春
冒111た.掏  ①校長  _

1芦蜀|・   ②力含中学校
_1討レ

.卜    (熊 本市)

.|や
:銹L:③園芸・スケッチ

④緑 ど・澄んだ窄気。本のぬくもりに

あふれた校舎。環境が五感に供 く響

く高森束小学校です。       .
‐‐

||‐

‐|148名 の児童を中心に保護者さらに

地域 との連携をはか りながら、子ど

もたちの声が明るぐ.群 き合 う学校を

日指したいと思います。
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①教諭
②桜井小学校

(植木町)

③カラオケ、
ガーデニング

④植木町の桜井小学校からまいりま
したも教科は音楽を担当します。声
と体が大きいのが特徴です:『 I」 蘇の

学校は初めてですが大自然に田まれて、
子どもたちとのびのび楽しく学習 し
ていけたらと思つています。娘が小

さいので自宅から通います3

山 城 浩 二

①教諭

②阿蘇中学校

③美味しいものを探
し歩くこと

④観光ではよく高森を訪れたことが
ありますが、特にこの時期の新緑と
澄み 切った空気、そ して水の 〕lこ 味 さ

を味 わ うことがで きるのは嬉 しい限

りですぎ また、人情あふれる地域で、

微力 なが ら子どもたちや地域 のため

お役 に立てた らと思います。 .

和 田 孝 司

①教頭
②長陽西部小学校
③釣リ

村 上 純 一

S53.1‐ 3生 _

(上町)

趣昧・特技は  ・

野球、野球観戦

所属‐総務課・ 財産管理係
毎日、毎日が緊張の連続で、よい

緊張感の申で,勉強しな ド々ら仕事1手 取
り組んでいます。何かとお目にかか
る機会が多いかと思い.ま すが、失敗
を恐れず頑張りますのでよろしくお
願い します。  ・  ・   _

所属 企画観光 課 地籍調査係
四月から社会人 とな り、新 しい環

境の中で頑張 っています。1勉 強 .し な

け|れ ばならないことばか りですが一

日も早 く仕事 を身につけたいと思つ

ていますのこ指導方よろしくお願い

します。         一 ・

じ
二

め孝叫
石

い
一口口

S52.12.21生  ―

(市野尾)

趣味・特技は

ギタニ ,音楽鑑賞


